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ブラジルの宗教的風景（10）

アンテベラム期の米国系プロテスタント教会による布教活動④ おやさと研究所講師
中西　光一  Mitsukazu Nakanishi

頭支配のもとで、支配体制の維持に資するものとして機能して
いた。その結果、読み書きは一部の特権階級の子どもたちにの
み許され、政府による公教育政策は、その運用において、実質
的にはエリート中心の縁故主義的制度として機能していた。

先に見た少年のように、特権階級に属さない子どもたちが
通っていた学校の「屋敷」や、学校に通っていたにもかかわら
ず何も学んでいなかった理由については、19 世紀ブラジルの
教育史を研究するシンシア・グレイヴェ・ヴェイガによって、
次のように説明されている。

学校を指す「屋敷」とは、今日の学校を想起させるような専
用の校舎―教室や職員室、図書館などを備えた建物―を意味す
るものではなかった。当時のブラジルにおいて学校とは、多く
の場合、教師の私宅を指していたのである。しかも、そのよう
な教師の家には教科書すら存在せず、教育環境はきわめてお粗
末なものであった。ヴェイガは、公教育の推進を阻んでいた要
因として、次の３点を挙げている。すなわち、国民の「貧困」「教
育の重要性に対する無関心」、そして「教師およびその教授法
をめぐる課題」である。

（５）

「貧困」と「教育の重要性に対する無関心」は、一体化した
ものとして理解できる。先に見た少年の場合、彼は特権階級に
属さない漁業一家の出身で貧しかったが、政府による教育政策
により学校に通学した。しかし、学校に通うことに意義を見出
せず、無関心な状態となった結果、読み書きを習得できず、結
局何も学ばなかった。これは、漁師として生活する上では、読
み書きが必ずしも必要ではなかったためと考えられる。そのた
め、公教育政策については、実際には市井の人々の現実や意識
と、特権階級の国民の意識との間に大きな乖離があった。

ただし、キダーにとって、学校に通っているにもかかわら
ず読み書きができないという事実は受け入れがたいものであっ
た。彼にとって、学校教育は単なる識字や社会的上昇の手段で
はなく、迷信や宗教的桎梏を克服するための基盤として位置づ
けられていたからである。

（６）

少年との別れの際、キダーは彼とそ
の家族に読み書きへの関心を促すため、福音冊子を手渡した。

（７）

キダーにとって、この福音冊子と読み書きへの関心は、ブラジ
ルの「宿痾」に対する象徴的な処方箋としての意味を持ってい
たに違いない。
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前回（2025 年 12 月号）は、ダニエル・パリッシュ・キダー
によるカトリック文化に内在する「異質性」およびブラジル的カ
トリック表象とその文化的特性に対する批判的見解について取り
上げた。この見解は、ブラジル社会が取り返しのつかない「宿痾」
に病んでいるという認識にとどまるものではなかった。むしろキ
ダーは、ブラジルはいまだ生成の途上にあり、いかようにも形づ
くることが可能であると信じていた。彼は、ブラジルが自立でき
ない要因として教育の欠如と国民の低い識字率を指摘し、プロテ
スタント思想に基づく宗教教育の必要性を説いている。

（１）

少年との出会い
キダーは、学校設立に関する具体的な構想を明確には示して

いなかったものの、問題の所在を明晰に把握したうえで、自ら
の言説を展開していた。1839 年、キダーはブラジル北東部パ
ライバ州のカベデロ港を遊歴中、偶然出会った 14 歳前後の少
年と、次のような会話を交わしている。

（２）

キダー：このあたりに学校はあるか。
少年：うん、ある。
キダー：どこにあるのか。
少年：屋敷にある。
キダー：生徒は何人いるのか。
少年：さあ、分からない。長椅子が３つ分ほど、いっぱい
　　　になるくらいかな。
キダー：君もそこに通っているのか。
少年：いいえ。去年、修了した。
キダー：字は書けるか。
少年：いいえ。読むことも書くこともできない。
キダー：では、学校で何を学んだのか。
少年：何も。

学校を修了した後、その少年は漁師となったが、彼の家族
の中で読み書きのできる者は一人もいなかった。しかし、学
校に通っていたにもかかわらず読み書きができないという事
実にキダーは強い憤りを覚えた。とりわけ、少年が学校で何
も学んでいないと語ったことに対して、キダーは次のように
述べている。

最後の断言については疑う理由はなかった。しかし、身分
の高低を問わず臣民のために、寛大ではあるもののやや
誤った政策のもとで政府が整えてきた教育制度に対し、彼
らがこのように愚鈍なまでに無関心であるさまを目の当た
りにして、私は心を痛めた。

（３）

こうしたキダーの言葉を受けて、ヴァスニ・デ・アルメイダ
とジョゼ・ネト・ソウザ・ゴメスも、少年が文盲であった点に
ついて、19 世紀前半におけるブラジル帝国の「不十分な公教
育政策」に起因するものであると指摘している。

（４）

しかし、「不
十分な」という評価にとどまらず、管見の限りでは、それは縁
故主義的性格を帯びた公教育政策であったとも言える。
ブラジル帝国の公教育政策の性格

当時のブラジルでは、政府による公教育政策が実施されてい
たものの、その本質は排他的でエリート主義的な性格を有して
いた。市井の人々の低い識字率は、パターナリスティックな寡


